
（２）安定同位体比とは？

安定同位体比とは、軽い同位体と重い同位体の割
合です。実際には「重い元素がどれぐらい含まれる
か」を数値で表します。この割合を「安定同位体
比」といいます。安定同位体比の値は、地球上で一
様ではなく、土地によってあるいは生物の種類に
よって違いがあることが知られています（図３）。

図3 安定同位体比の変動
08

安定同位体比分析って何？

FAMICでは食品の表示が正しく表示されているかを確認するために様々な科学的検査を

行っています。その検査に用いる分析手法の一つに「安定同位体比分析」というものがあります。

今回はこの「安定同位体比分析」について紹介します。

（１）同位体って何？

原子は「原子核」と「電子」からできています。
原子核には陽子（＋の電気）と中性子（電気をもた
ない）が入っています（図１）。

同じ元素でも、陽子の数は同じですが中性子の数
が違う「原子」が存在します。これを 「同位体」
といいます。例えば、炭素では12C（中性子6個）、
13C（中性子7個）、14C（中性子8個）の３つの「同
位体」が知られています（図２）。

どれも「炭素」で陽子は6個ですが、12Cに比べ
¹³Cは中性子1個分、14Cは中性子2個分とわずかに重
いという違いがあります。

同位体には、放射線を出して別の元素に変わるも
の（放射性同位体）とずっとそのままのもの（安定
同位体）があります。14Cは放射線を出して別の元
素に変わる「放射性同位体」で、 12Cと13Cは「安定
同位体」です。

安定同位体は別の元素に変化することなく食品や
生物の中に残るため、これらを測定することで検査
を行っています。

◆はじめに

私たちがふだん食べているものの名前は本当に正しいのでしょうか、また、それは一体、どこで
つくられたのでしょうか。実は食品に含まれる原子の重さを調べることで「名称」や「産地」が推
定できる方法があります。この方法を 「安定同位体比分析 」といいます。

執筆者：表示監視部 技術研究課 高嶋康晴
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～「原子の重さ」でわかる食品表示～



◆おわりに

今回は食品表示に関する検査手法のひとつである、安定同位体比分析についてご紹介しました。
今後も様々な検査法により食品表示の適正化に貢献してまいります。
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（３）なぜ安定同位体比が変わるのか

植物や動物は、水、空気中の二酸化炭素、食
べ物から原子を取り込みます。しかし、軽い原
子と重い原子は、取り込まれ方が少し違うとい
う性質があります。例えば①気温、②降水量、
③標高、④海か陸か、⑤植物の光合成のしかた
などの違いで、原子の取り込まれ方が違うこと
が報告されています。この結果、その土地の環
境の特徴が原子の割合の違いとして記録される
ことになります（図4）。

（４）原材料表示の検査例

～果実飲料・純粋はちみつの検査～

原材料に100％果汁のみを使用したと記載され
ている果実飲料や純粋はちみつについて、糖類
など別の原材料を混ぜることは禁止されていま
す。しかし、外見や風味で区別することは困難
です。これを検査する手法の一つとして、安定
同位体比分析が活用されています。

植物は光合成の仕組みの違いにより、C3植物
（オレンジ、リンゴ、レンゲ及びクローバー
等）とC4 植物（トウモロコシ、サトウキビ等）
等に分類されます。C3植物を主な原材料とする
果実飲料やはちみつに、C4植物から作られた異
性化液糖などが加えられていないかどうかを推
定することができます（図5）。

図4 動物における安定同位体比の変動

図5 果実飲料に糖分を添加した場合の
安定同位体比の変化の模式図

（５）原産地判別の検査例

～小麦加工品の検査～

日本で流通する小麦の主な輸出国では、日本
のような湿潤な気候と比べて、乾燥した土地で
栽培されています。

乾燥した土地で生育される小麦が合成するで
んぷんは13Cの比率が高くなることが知られてお
り、炭素安定同位体比分析により原料小麦の原
産地について推定が可能となります（図6）。

図6 炭素安定同位体比による
小麦加工品の判別モデルの模式図

（６）原産地判別法開発に関する調査研究

そのほかにも安定同位体比の違いに注目して、
産地判別に関する検査法の開発の取組を続けてい
ます。
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